Ⅱ部　就労・生活のための日本語
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表記の練習　―その考え方
文法・会話 ―その考え方
１．はじめまして　　　　
２．　おなまえは
３．　これは　なんですか。　　
４．　いま、なんじですか。　　
５．　トイレは　どこですか。　
６．　けさ　なんじに　おきましたか。
７．　どこへ　いきますか。
８．　なにを　しますか。
９．にほんは　どうですか。
１０．　おんがくが　すきですか。
１１．　かぞくは　なんにんですか。
１２．　へやに　てれびが　ありますか。
１３．　きのうは　あつかったです。
１４．　にほんごを　おしえてください。
１５．　かえっても　いいですか。
はじめに
多くの外国人生活者は、日本で自分の能力を生かし、自立して生活することを希望しています。しかし、生活の基盤を作りたくても、日本語力が壁になって仕事に就けない状況が多く見られます。日本で生活するうちに日教会話は身に着けることができるかもしれません。しかし、仕事の場面では、丁寧で正しい日本語が話せることや、報告書を書いたり読んだりすることが要求され、就労を果たせない悩みを持つケースが増えています。日本語学習に時間と費用を十分かける余裕がない場合、自立した生活につながらないことになります。
また、日本語学習支援の場面では、既存のテキストを使用することが多いのですが、ほとんどのテキストは毎日十分時間をかけて学ぶ学習者向けに作られています。学習支援の現場では、短期間に、効果的に学ぶための日本語テキストが求められています。日本語の構造を認識しつつ、優先順位の高い項目を取り出して学べる学習方法が、今必要です。支援者にとっても、学習者にとっても、道筋の見える支援が何より大切です。
このテキストは短時間ではあってもポイントを押さえて学べるよう、組み立てられています。このテキストでまず基礎を身に着ければ、次の段階に進むことが容易になるでしょう。
◆どんなテキストですか
学習者によって学び方も必要となることばも様々です。どんなテキストでもあなたの学習者にぴったりの物はありません。もし支援する側が、学習者に合った教材を作りながら教えられたら・・そんなことを考えたことがありませんか。この教材にはどんなプロセスを経たら学習者の運用力がつくのか、ヒントが示されています。支援者はそのヒントを参考に、あなたの学習者がその文法を使う適切な場面を想定したり、あなたの学習者が必要な語いを足したり減らしたりしてください。教材はあなたがその学習者に合わせて作るものです。
◆このテキストはどんなレベルから使えますか。
全くのゼロレベルから使えるように考えています。ボランティアで教える時、ある程度日本語が分かる学習者ならともかく、ゼロの人を教えるのは難しいものです。この教材のヒントを参考に、一度チャレンジしてみてください。
　
構成と使い方
このテキストは、全体で文法・会話を身につける部分と、表記の部分に分かれています。また、文法・会話の部分では、一つの項目ごとに支援者のためのページと学習者のためのハンドアウトのページに分かれています。初めにその項目の考え方と進め方を知った上で学習者にハンドアウトを渡して始めましょう。ハンドアウトにはローマ字表記が併記されています。練習の部分には、例としていくつかの語いや表現が上げてありますが、この部分は自由に作ってください。
表記の練習は、支援者のためのページと練習シートが組み合わさっています。練習シートについては、学習者に必要な語いは一人一人異なりますから、例のシートを参考にして作成するようにしてください。
◆表記について
就労の場合、文字が必要になるケースがほとんどです。このカリキュラムでは、ひらがなとかたかなの習得を目指しています。毎回、文字の練習と復習を入れてください。
なお、表記の習得は個人差が大きく、文法・会話の習得とリンクできないので、別の部分に分けています。文字のための練習シートを使って練習してください。
◆文法・会話のカリキュラムについて
１課を大体1時間半で学習するようになっています。このテキストは14課で区切ってい
ますが、学習者の生活での必要度に応じて、必要な項目を足していってください。
カリキュラムは、目安として毎回、表記を１課＋文法・会話を1課、のように組み合わせてください。表記に充てる時間は多くてもその日の学習時間の３分の１までにしましょう。あとの３分の２は会話練習にあててください。（文字だけを学びたい場合はこのとおりではありません）
・
表記の練習　－その考え方　
· 文字へ関心を高める
日本には文字がなかったこと、中国から来た漢字をデフォルメしてひらがなができたこと、また漢字の部分をとってかたかなができたことなど、由来を話しましょう。文字への関心を高めましょう。（中国に感謝！ですね）
· 覚えにくい学習者はどこにもいます。（あなたがアラビア文字を覚えなければならな
いと想像してください）
　　　生活の中でよく目にする文字で、読みたいものを探して写真をもってきてもらいましょう。五十音の順番からではなく、読みたい文字から覚えるのも一つの方法です。
· 外国の文字を５０、とにかく覚えろと言われたら？
いやですね。でも、覚えた文字が意味を持っていたら、話は別です。意味を持つ言葉を通して覚える方法が必要です。
· では、どうしたら？
覚えた文字に意味を持たせましょう。その文字で書ける単語を覚えましょう。次は話している文を書きましょう。そうやって話していることの記録が出来れば、これほど面白いことはありません。
特に大人になって外国語を学ぶ場合、音だけの保持は難しいものがあります。
目での確認が必要です。（ひらがなでなくても、母語で記録してもいいわけですが）
· 練習は繰り返しが大切。
毎回、覚えた文字を使ったでディクテーション（書きとり）をしましょう。
· 文字練習の優先順位はどれ？
□　書き順　　　□　とめ・はねなどの書き方　　□　全体の形
実は全体の形が最優先です。いい形になるためには、書き順も書き方も大切だけれど、それに拘りすぎると、目的が見失われます。文字は読める形に書けることが大切です。
１　日本語の音と自分の名前
５０音表を使って日本語の音のシステムを紹介します。初回は読みの日です。
母音が５つあり、子音を組み合わせて音ができていることを示しましょう。学習者といっ
しょに音作りを楽しみましょう。その時に、た行の「ち」「つ」はちょっと注意して。ち
がう音がでていることが多いですよ。
そして学習者の名前を書くこと。これは必要ですし、覚えられます。非漢字圏の人はかた
かなで。
2　ひらがな　あいうえお
５つの文字を読み練習。順不同がいいですね。フラッシュカードなどは有効です
次に順に書き練習。覚えたら、単語を作ってかいてみましょう。意味も教えてください。学習者に書ける喜びが出てきます。
例）あい（この言葉はやはり大切！）　いえ　うえ　あお　
　　あう←　これはこの形を知っている学習者にはいいですが、それでなければ名詞が無難です。練習シート例１を渡して練習しましょう。
３　ひらがな　かきくけこ
前回復習：読みの確認と　ディクテーション
　＊ディクテーションは前回使った練習シートにある単語をかきます。支援者は一音ずつ区切ったりせずに、単語として発音してください。学習者に単語として聞かせ意味を確認してから書かせましょう。
かきくけこ
　　例）書ける文字が１０文字に増えましたから、単語も多くなります。
　　　あか　いか　かき　こい　いけ　あお　えき　
知っていれば　きく（菊）
動詞の辞書に出てくる形を知っていれば、きく（聞く）　いく（行く）　かく（書
く）など。
４　ひらがな　がぎぐげご
前回復習：読みの確認と　ディクテーション
がぎぐげこ
　＊ここで次のさ行ではなく、が行に行きましょう。文字は点々をつけるだけで新しい音になるのですから、学習者にとっては楽ですね。（ただし、清濁の音の区別が難しい学習者もいますから、その場合、あまり完ぺきに聞きとれないかもしれません。音の聞きわけは完ぺきを目指さないこと！）
　　例）　かぎ　がいこく　　
　　　　このぐらいしかありませんね。無理やり難しい単語を出してこなくても大丈夫。
　　　　ここはこれまでの復習としましょう。
５　ひらがな　さしすせそ　　　　　
＊以下同様に、その学習者に必要な語いで練習シートを作ってください。
６　ひらがな　ざじずぜぞ
７　ひらがな　たちつてと
　　　＊文字の練習は、発音と密接な関係があります。「つ」の音が出ない場合、例えばcatsの「ts」の音というように大体の音のイメージを伝えましょう。何回も繰り返させたり、大きい声ではっきり言わせるたりするのは逆効果です。
８　ひらがな　だぢづでど　　
　　　＊「ち」「づ」は「じ」「ず」と同じ音です。特別な言葉でしか使いませんから、「じ」「ず」が書けたらい
いでしょう。
９　ひらがな　なにぬねの
１０　ひらがな　はひふへほ
　　＊「は」が書けるようになったら、文が書けます！学習者は話していることが書けるとうれしいもので
す。
　　　どんな文が書けますか。助詞の「は」は、ha と書いても　wa と読むというルールを伝えてください。
　　　　例）　さかなは　おいしいです。（形容詞文）　　
このレベルでは、まだ「分かち書き」で書きましょう。練習シート例２を見てください。
１１　ひらがな　ばびぶべぼ　ぱぴぷぺぽ
１２　ひらがな　まみむめも
１３　ひらがな　やゆよ　わをん
　　　＊助詞の「を」が入った動詞文が書けます。
　　　　例）　わたしは　まいにち　たまごを　たべます。　　
１４　ひらがな　促音　
　　　＊小さい「つ」の発音は難しいものです。小さい「つ」が１拍分の長さを持つこと、次の音を出す用
意をしてから、1拍分力を入れてぐっと我慢する感覚を伝えましょう。
１５　ひらがな　長音
　　　＊日本人が小学校の時に習うルールを整理して伝えてください。
　　　　　「あ」の長音は、「あ」で表す。　　　おかあさん
　　　　　「い」の長音は、「い」で表す。　　　おにいさん
　　　　　「う」の長音は、「う」で表す。　　　　くうき
　　でも、「え」の長音は「い」で表す。　　　　とけい　　　　　例外）おねえさん、ええ、等
　　　　　「お」の長音は「う」で表す。　　　　　おとうさん　　　例外）おおきい、とお、こおり、等
　　　＊ここまで習うと、ほとんどの文が書けますね。　　練習シート例３を参考にしてください。
　　　　次はかたかなです。　
１５　かたかな　
　　　＊かたかなは、ひらがなのように順序立てて覚えるやり方と、よく使う言葉を抜き出してそれだけをま
　　　　ず覚えるやり方があります。字を覚えるのが苦にならない学習者の場合、前者でもいいでしょう。
でも、やっとひらがなを覚えた人も立場になって考えると、これは苦行ですね。その場合は後者のやり方をお薦めします。その学習者が町でよく見かけたり、生活の場で必要なかたかな語を拾って来てもらいます。（例えば携帯で写真に取ってきてもらいます）それを使った練習シートを作ってください。
例）タクシー　バス　コンビニ　パン　コーヒー　ジュース　　等
　　　＊かたかなの場合、長音のルールはひらがなのように複雑じゃありません。「－」だけでＯＫですか
　　らどんどん使えます。
　　　＊覚えたかたかな語の入った文を、練習シートに入れましょう。
　　　　例）バスで　とうきょうへ　いきました。
　　　　　　カフェで　コーヒーを　のみたいです。
練習シート例4，5
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練習シート例　２
[image: image2.wmf]ひらがな、カタカナれんしゅうシート
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　さかなは　おいしいです。


練習シート例　３
[image: image3.wmf]ひらがな、カタカナれんしゅうシート
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練習シート例　４
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練習シート例　５
[image: image5.wmf]ひらがな、カタカナれんしゅうシート
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文法・会話　ーその考え方
「話せるようになる」というのはどういうことでしょうか。
テキストの文を読めたらいいのでしょうか。テキストの問題ができたらいいのでしょうか。
やはり、「聞く」「話す」から入りましょう。文字を読むことは会話ができてからの確認作業だと考えましょう。
でも、文の構造はが理解できないと、覚えられません。それで、「板書」という作業があります。これは覚えてほしい文をそのまま書くことではありません。構造を示しているものです。
例えば、名詞文「これは　つくえです。」という文を練習するときは、
「　　　　は　　　　　です。」　　　　　　　と示します。
学習者はこの形　を頼りに、名詞を入れて文を組み立てていくのです。支援者向けのページでは、このようなヒントがいろいろ書いてあります。参考にして、自分なりのその学習者に合ったやり方を考えてください。
　
１　はじめまして　　　会話に入る前に　　　　　　　　　　　　　　　
１．　自己紹介　　①はじめまして。
②わたしは（　名前　　）です。
　　　　　　　　　　　③わたしの　くには（国の名前）です。
　　　　　　　　　　　④どうぞ　よろしくおねがいします。
この４つの文は初めから全部できるわけではありません。いつも、「わたしが学習者だったら」と学習者の立場に立って想像しましょう。一段階ずつ、積み上げましょう。例えばこんなやり方はどうでしょうか。
　第１段階　　第１パターンは①②④　
まずは、②わたしは　（　　　　　）です。　
　第２段階　　　　　　　①はじめまして　④どうぞよろしく　おねがいします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　①②④
　　　　これができれば、ひとまず完成。支援者、学習者でおたがいに自己紹介。
　第３段階　　　　　　　③わたしの　くには（国の名前）です。　を加えましょう。
　　　　　おぼえられない場合は③’くには　（　　　　　）です。
または（　　　　）じんです。
　第４段階　　できたら、何回も使いましょう。でも支援者とは１回しかできません。
覚えたことは使おう！
ボランティアの教室にたくさんのペアがいませんか。その場合はみなさんに順番に自己紹介を。誰もいな
い場合は、人物のフェイスカードを使いましょう。そして、宿題に。タスクは『１０人の日本人に自己紹介を
する』です。
ヒント　：　フェイスカードを作ってストックしておきましょう。有名人でも無名の人でも、顔が写っている
　　　　　　雑誌の表紙やコマーシャル用のチラシから切り抜いておきましょう。
このように、いくつかの文を組み合わせて覚える場合、いろいろな工夫が必要です。暗記に強い人、な
かなか覚えられない人、音が聞き分けられない人、さまざまな学習者がいますが、その人に合ったやり
方を工夫しましょう。
２．あいさつ
どんな挨拶が必要でしょうか。考えてください。
　　おはようございます／こんにちは／こんばんは
　　さようなら　　ありがとう　　すみません（２つの意味）　　
いくつもありますが、第１回で覚えるものは限定しましょう。以上の６つはイラスト等を使用して、練習しましょ
う。
第２日目以降から少しずつ挨拶を足していきます。
　例えば、　～お願いします／
職場で必要な挨拶　　しつれいします　　　しつれいしました　　　など
３．数字（２）　　　　　初日はゼロ～１０を覚えましょう。　　　　　　　　　　　　
覚え方は人によって、いろいろです。フラッシュカードを使ったり、指で示したり。（指の数え方は国によって違います。日本のやり方を伝えましょう。）いろいろ試しましょう。
注意　　数字は順番練習だけやっていると、順番にしか言えない学習者を作ります。
　　　　　　　必ずランダムに練習！！
最後に今日習ったことを実際に使いましょう。
　でんわ　は　　　　　　　　　　　ばんです。
　　　　　でんわは　　なん　　ばんですか。　　　　　　　が言えるようにしましょう。
　☆ひらがな練習を入れましょう。　　
１　はじめまして　　　　　　　　　　　　　　
Ⅰ　じこしょうかい     [self-introduction   自我介绍   Auto-introducción]
    Jikoshōkai       ūōāēī

[image: image6.wmf]
　はじめまして。
　　hajimemashite
　わたし　 は　　　　　　　　　です。                                                           
　　Watashi wa                 desu
　　わたし　の　くに　は　　　　　　　　　　　です。　　　　                                               
　　Watashi no  kuni wa                      desu
    どうぞ　よろしく　おねがいします。    
　　Dōzo   yoroshiku  onegai shimasu
２．あいさつ   
　　おはようございます　　　　ありがとうございます　　　　　　すみません
　　ohayō gozaimasu          arigatō gozaimasu               sumimasen
こんにちは　
kon’nichiwa　　
こんばんは　
konbanwa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[image: image7.png]
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３．すうじ　    sūji
０　　１　　２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　 ９　　１０
ぜろ　いち　に　　さん　し　　ご　　ろく　なな　はち　きゅう　じゅう
　　　　　　　　　　　　よん　　　　　　　　　　　　　く
　　　zero  ichi   ni   san   shi   go   roku   nana  hachi  kyū   jū
                              yon                            ku
２　おなまえは？
１．前回の復習
イラストを見て、挨拶の復習。注意　　実際の会話から入りましょう。
＊この始め方はどうですか。実際の会話じゃありません。
「　まえはこれを勉強しましたね。言ってみましょう。」
あくまでも「会話をする」つもりで。「教室」ではありません。
２．自己紹介のバリエーション
　　初めてのようなふりをして。（別の顔を貼り付けて）
　　おなまえは？　　　　～です。
　　おくには？　　　　　～です。
　　おしごとは？
　　
３．数字（２）　数字表参照
①　　まず電話番号の復習。
　　できる場合は、親しい人の電話番号を聞いてください。
　　　～さんの　でんわは　　なん　ばんですか。
②　数字の第2回は、１１～９９まで。
　　数の言い方のシステムを伝えましょう。
　　１１　は　１０＋１　＝じゅう＋いち
　　２０　は　２×２　　＝に＋じゅう　　　　これで９９までできますね。
[image: image10.wmf]　わたし　 は　　　　　　　　　　さい　です。                                                      
　　　　　　　　　　　～さんは　　なん　　　さいですか。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいです。　　
注意　「これはゲームです。正直な年齢を言わなくてもいいですよ」というメッセージを伝えましょう。
支援者は「私は99歳です」とか「私は15歳です」など、誘導しましょう。
　　　　次に、～さんの　家族の年齢を聞きましょう。
注意　　家族の名称は相手と私で変わることを伝えましょう。　　　　　　　　　　＊イラスト「家族」参照
例）（～さんの）おくさん　　―（わたしの）かない　　　　
４．ことばを増やすために。
[image: image11.wmf]これは　（日本語で）何ですか。
　　　表現として教えます。　最初は「これは何ですか」から始め、出来る学習者には、（日本語で）を入れます。日本語で知りたいことばを集めるのに便利です。
　　　その場で　例）つくえ　いす　とけい　本　かばん　などが使えます。
次回までのタスクにして、集めたことばはノートに書くことをルールにしましょう。（表記は母語でＯＫ）
☆ひらがなれんしゅうを入れましょう。
２　おなまえは？　
１．[image: image12.wmf]
　①　おなまえは？
　　　Onamae wa　
　　　　・・・わたし　は　　　　　　　　　　　　　　です。
     　　　　　Watashi wa                           desu
　②　おくには？
　　　Okuni wa
　　　　・・・くに　は　　　　　　　　　　　　　です。
               Kuni wa                          desu
　③　おしごとは？
　　　Oshigoto wa?
　　　　　　　しごとは　　　　　　　　　　　　　　です。／　ありません。
              Shigoto wa                          desu      arimasen
　④　でんわばんごうは？　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　Denwa bangō  wa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
    　　・・・でんわばんごうは　　　　　　　　　　　です。
　　　　　　　Denwa bangō wa　　　　　　　　　　　desu
２．すうじ（２）１１～９９　　　　　　　　　　　　　　　　
１１　　１２　　１３　　１４　　１５　　１６　　１７　　１８　　 １９　　２０
じゅういち　じゅうに　じゅうさん　じゅうよん　じゅうご　じゅうろく　じゅうなな　じゅうはち　じゅうきゅう　にじゅう
Jūichi   Jūini   Jūisan   Jūiyon  Jūgo   Jūroku  Jūnana  Jūhachi  Jūkyū 　 Ni jū
[image: image13.wmf]  A: 　わたし　 は　　　　　　　　　　さい　です。                                                      
　           Watashi wa                 　　sai  desu
　　          　　　　　　さん　は　なんさい　ですか。
　                           san wa  nan sai    desu ka
　　　　　　　　B:       　　　　　　　　　さい　です。
　　　　　　　　　　　　　　    　　　sai    desu
　　　　 　　   Aさんの　　　　　　　は　なんさい　ですか。
               　 san no             wa nansai     desuka
３．　　　
　　これは　　にほんごで　　　　なんですか。
     Kore wa  nihongo de       nan desuka
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３　これは　なんですか
１．前回の復習
２．数字（３）１００～９９９９　　　　大きい数字　　　　数字表参照
　　スーパーやデパートのちらし　を使って、数字を読む練習をしましょう。
３．これは　なんですか。　　
ボランティアが隣に座って同じものを指しながら会話をしましょう。（共通領域）
[image: image15.wmf]　
Ａ：これは　なんですか。日本語で分からなければ、
　　これは　～語で　何ですか。
Ｂ：　　　　　　　です。
Ａ：いくらですか。　　　出来る場合は、～国で　いくらですか。
Ｂ　　　　　　　円です。
Ａ：そうですか。　⇒　たかいですね。／やすいですね。
また、バリエーションとして、以下のタイプのＱＡも使いましょう。
　　Ａ：これは　　　　ですか。　　　　　　
　　 　Ｂ：　はい、　　　　　です。
　　　　　いいえ、　　　　　じゃありません。
　　　　　　　　　　　　　
＊日本語の２つの質問の形
はい／いいえ　で答える場合
疑問の答えを答える場合　　の２種類があります。会話をするときは、いつもこの２種類を
まぜて会話しましょう。
＊いつも役割交代を忘れないで,学習者に質問役をしてもらいましょう。
４．こそあの考え方
　日本人は当たり前のように使っていますが、日本語」では、以下のように分類して意識して使っています。（イラスト参照）
①対立した領域の意識の場合
　これ（話し手の領域）　←→　　　　それ　（聞き手の領域）
Ａ：　それは　なんですか。
Ｂ：　これは　えんぴつです。
　②共通の領域の意識の場合
　　　あれ（示す物から話し手も聞き手も離れている場合）
　　　これ　（話し手も聞き手も示すものに触れている、近い場合）　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　Ａ：　あれは　なんですか。
　　Ｂ：　あれは　とけいです。
☆　ひらがなの練習を入れましょう。
３　これは　なんですか　　
[image: image16.wmf]
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１．これは　　なん　ですか。
　　kore wa   nan  desuka.
　　　　　　　　　　です。
                      desu
[image: image63.wmf]
それは　　なん　ですか。
　sore wa   nan  desuka.
　　　　　　　　　　です。
                      desu
[image: image64.wmf]
 あれは　　　　なん　ですか。。
　　　are wa   nan  desuka.
　　　　　　　　　　　　です
                          desu
２．  これ   は　　　　　　　　　　　　 ですか。 
　　　Kore　　wa                   　   desu ka
　　　　・・・はい、　　　　　　　です。　　　　
　　　　　 　　Hai                 desu
　　　　・・・いいえ、　　　　　　　　　じゃありません。　
　　　　　 　　Iie                        ja arimasen
３．これは　 いくら　ですか
　　Kore wa  ikura   desuka
　　　　　　　　　 　えん　です。
en  desu
４　いま、なんじですか。　　　　　
１．前回の復習会話
２．いま、何時ですか。
①　時刻の言い方を練習しましょう。                                   ＊時刻の言い方　
　まず　時間です。
　注意　数字の言い方と異なる部分はどこですか。
４時　よじ（よんじ　じゃなくて）　　　9時　　くじ（きゅうじ　じゃなくて）
　7時　はどうですか。しちじ　が言える学習者ならいいですが、とても難しい発音です。　
こまっていたら、ななじ　でもいいでしょう。いちじ　と　しちじ　は聞き分けにくいんです。　
[image: image17.wmf]A:  いま、なんじですか。
　　　　　　　　　　B:　　　　　　～じです。　　　　　　　　時計やデジタルのイラストを用意して。
次に　分のいいかた　　　　　
　　1分から９分のいいかたは、紹介しますが、「分」は音の変化があって覚えるのが大変です、
　　実生活では、5分グループと10分グループで大まかに使う場合が多いですから、2種類を練習しましょう。
　　　　Fun　　　５ふん　　１５ふん　　２５ふん　　３５ふん　　　４５ふん　　５５ふん
　　　　ppun　　　　　　１０ぷん　　　２０ぷん　　はん　　　　　４０ぷん　　５０ぷん
　時計を使って、
[image: image18.wmf]　　　いま、なんじですか　
学習者の国、都市　　は　いま　なんじですか。
３．～は　なんじから　なんじまでですか。
学習者に必要な名詞を使って、練習しましょう。
　例）しごと　　学校　会社　パート　　スーパー　銀行　　など
４．きょうは　なんようびですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊曜日の表参照
曜日のいいかたは、一日で全部は覚えきれません
　　　まず、今日と明日だけ。
　　　やすみは　なんようびですか。
　　　例）にちようびです。　／　どようび　と　にちようびです。
　　　スーパーの　やすみは　なんようびですか。
　　　　　　すいようびです。／わかりません。
スーパーや銀行など、よく使う所の休みを聞きましょう。
覚えるまでは、いつも表を見ながら会話しましょう。　　
☆ひらがなのれんしゅうをいれましょう。
４　いま　なんじですか　　　　　　　　　　　　
Ⅰ[image: image19.wmf]
　いま　　　　じです。    
 　 Ima         ji  desu .
いま　なんじ　ですか。　　　　・・・　　　　じ　　　ふん／ぷんです。
 Ima   nan ji  desu ka. 　　　　　　　　 　  ji  　    fun／pun desu.
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Ⅱ　             　 は　　　　　じから　　　　じまでです。
                    wa         ji kara         ji made desu.
　　                 　 は　なんじから　なんじまでですか。   　
  　　　　　　　　wa  nan ji kara   nan ji made desu ka.　　　　　
 ・・・　　　じから　　　　じまでです。
                                   ji kara        ji made desu.
[image: image65.wmf]
Ⅲ　　　　　　　　は　いつですか。　　　　・・・　　　　　　です。
　　　　　　　　　wa  itsu desu ka.　　　　　　　　　　　　　desu.
Jikan
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５　トイレは　どこですか。　　　　　
１．前回までの復習会話
２．
[image: image23.wmf]　　　　   　   Ａ：すみません。 　     は　 どこですか。
　　　　　　　　　        　　 　Ｂ：　　　　　　　　　　　　　　です。
　　　　　　　　        　　 　　Ａ：ありがとうございます。
場所や人の所在を聞くときの練習です。場所や物の語いを増やす練習にもなります。
答え方は
・　ここ　そこ　あそこ　　　　　３これそれあれ参照
・　建物の中なら、～階も使えますね。　　　　　　　
聞きたい場所は、学習者の生活に　関係のある場所名を使って練習しましょう。
　　えき、ぎんこう、バス停、コンビニ、○○スーパー
　　事務所、会社、ロビー、　　　　
練習する時は、絵地図を作りましょう。
　　白い紙の下方に、人物を二人書きこんで話し手と聞き手の位置を特定します。
　　聞きたい場所のイラストを適宜置きかえて、ここ、そこ、あそこのＱＡをします。
買い物の時、スーパーで売り場を聞く練習もできます。　　　　　　　　
　　くだもの　やさい　ジュース　ミルク　ビール　　肉　魚　たまご　かんづめ　　弁当　
　　くつ　 テレビ　コンピューター　　
３．これは　どこのテレビですか。
　～製を聞く練習をしましょう。
　国名・メ―カーなど、学習者が知っているものを選びましょう。
  例）アメリカ・中国・日本　／ソニー・
　新聞のチラシを使うと、便利です。
４．買い物の会話     くつ・Ｔシャツ・かばんなど学習者が買う物を想定して会話をしましょう。　　　
店員：いらっしゃいませ
客　：これは　どこの～ですか
店員：　　　　　　～のです
客　：いくらですか。
店員：　　　　　　　　　円です。
客　：そうですか。これを　ください。　　／　　　そうですか。　またきます
店員：ありがとうございます　　　　　　　／　　　　ありがとうございました
☆ひらがなのれんしゅうをいれましょう。
５　トイレは　どこですか。　
１．
[image: image24.wmf]　　Ａ：すみません。　　　　　は　どこですか。
　　　　　　　　　　　Sumimasen         　 wa  dokodesuka
Ｂ：　　　　　ここ／そこ／あそこ　です。　　　 [image: image25.jpg]


　　　　
             Koko  soko   asoko   desu
Ａ：ありがとうございます。
                      Arigatō gozaimasu
[image: image66.wmf]ことば/Words                    
2.
[image: image26.wmf] A:  これは　　どこの　　    　　ですか。
                   Korewa  doko　no           desuka
　　           ：Ｂ       　　　　　　の 　　 　　 です。
　　         　　　　　　　　　　　　
no           desu
３．kaimono
てんいん　ten’in  :　いらっしゃいませ。 　　　　　　irassyaimase
きゃく 　kyaku 　: これは　どこの　　　　ですか。 Korewa  doko no        desuka.
てんいんten’in  :　　　　　　　　の　　　　です。　　　　　　　　no        desu
きゃく　kyaku 　:　　　これは　いくらですか。   　 Korewa  ikura　desuka
てんいん　ten’in  :　　　　　　　えん　です。　　　　　           en desu　
きゃく　kyaku 　:　そうですか。じゃ、これを　ください。　　　／　また、きます。
                    Sōdesuka   ja     korewo kudasai  　　　      mata  kimasu
てんいん　ten’in  :　ありがとうございます。　　　　　　　　　　／　また　どうぞ。
　　　　　　　　　　Arigatō gozamasu                　　　        mata dōzo
６　なんじに　おきますか。
１．前回までの復習会話
２．何時に起きますか。
初めての動詞文です。
日本語の文はいつも助詞とセットになっているという構造の意識を伝えましょう。
また、名詞文がそうであったように、「～です・～ます」のスタイルで話します。最初は丁寧なことばから覚えていきます。辞書にある形（例　おきる　ねる）から入りません。
今回の構造は以下の通り。
時刻＋「に」＋動詞
時刻「から」＋時刻「まで」＋動詞
使用語彙：おきます、ねます、べんきょうします、はたらきます
[image: image27.wmf]
①　　　　は　　　　じ eq \o\ac(○,に)　おきます。
　Ａ：　まいあさ、なんじに　おきますか。／ねますか。
　Ｂ：　　　　　　　　　じに　おきます。
　Ａ：　かぞくは　なんじに　おきますか。／ねますか　　　　　　　　　　　　＊家族の表参照
　注意　　学習者に質問させましょう。会話の役割交代は、話せるようになる学習者を作るためには
いつも大切なポイントです。
②　時制
動詞の時制に入りましょう。まず時の言葉を教えます。それから動詞の活用を練習しましょう。
　あした　　　きょう　　きのう
　来週　　　　今週　　　先週　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊時の表現　表参照　
日本語の時制は以下の２種類で表します。
	非過去
	過去

	おきます
	おきません
	おきました
	おきませんでした


☆ひらがなのれんしゅうをいれましょう。
６　なんじに　おきますか。　　　　　　
１． わたしは　 まいあさ　７じ eq \o\ac(○,に)　おきます。／　まいばん　１０じ eq \o\ac(○,に)　ねます。
      Watashi wa  maiasa  7ji ni  okimasu　　　　maiban  10ji ni     nemasu
[image: image28.wmf] A:    Ｂさんは 　　　なんじ eq \o\ac(○,に)　　おきますか。
                       San wa      nan ji ni     okimasuka
              　Ｂ:   　　　　　　　６じはん eq \o\ac(○,に)　　おきます。　　　　　
　　　　　　　　　                     Jihan ni　　okimasu　　　　　　　
　　　　
２．わたしは　ごぜん１０じから　ごご１じまで　べんきょうします。
   Watashi wa  gozen10ji kara   gogo 1ji made benkyō shimasu
[image: image29.wmf]    A:    Ｂさんは　なんじから　なんじまで　べんきょうしますか。
                            san wa nanji kara  nan ji made benkyō  shimasuka
　　　　　　　　 　Ｂ:             １０じから　　１じまで　べんきょうします。
                                       ji kara    ji made  benkyō shimasu
３．
[image: image30.wmf]　　Ａ:   まいにち　べんきょうしますか。
                        Mainichi  benkyō  shimasuka
　                Ｂ:   いいえ。　　　　　ようび　と　    ようびに　べんきょうします。
                        Iie               yōbi  to         yōbi ni  benkyō  shimasu
４．わたしは　きのう　べんきょうしました。
　　Watashi wa kinō  benkyō  shimasshita
　　わたしは　あした　べんきょうします
    Watashi wa ashita  benkyō  shimasshita
[image: image31.wmf]   Ａ:　　Bさんは　きのう　はたらきましたか。
　　　            Ｂ:    はい、　　　　　はたらきました。   ／　いいえ、はたらきませんでした。
　　　　　　　　　　　　Hai           hatarakimashita   ／  iie     hatarakimasen deshita
７　どこへいきますか。
１．今までの復習会話
２．　どこへいきますか。
往来動詞の練習です。構造は以下の通り。
「場所」＋「へ／に」＋動詞　
例）わたしは　あした　　　　　　へ／に　　いきます。
　　～さんは　きのう　　　　　　　　　　　　いきました。
場所は、学習者が日常よく行く場所をえらびます。
　　　　スーパー　銀行　学校　レストラン　ともだちのうち　／地名　近い町、外国　などです。
[image: image32.wmf]　Ａ：Ｂさんは　あした　どこへ／に　いきますか。
　　　　　　　　Ｂ：　　　　　　　　　　　　へ／に　いきます　　　／　　どこも　　　いきません。
３．交通機関　＋「で」＋場所＋「へ／に」　＋＋動詞
わたしは　　バスで　　　　　へ／に　いきます。
交通機関は、学習者が良く使うもの、乗ったことがある物を選びましょう。
　　電車、地下鉄、バス、タクシー、新幹線、飛行機　　
４．かえります
わたしは　きょう　　６じに　　うち　へ／に　かえります。
「かえります」はその人の所属している場所。うち、へや、まち、くに。
　　　～さんは　きょう　　何時に　うちへ　かえりますか。
　　　　　　　　　　　　　　　時に　　　　　　かえります。
　　　～さんは　いつ　くにへ　かえりますか。　
　　　　　　　　　　年　　　月に　かえります。　　　　　　　　　　　　　　　　　＊月日の言い方参照
注意　　月日の言い方は難しく、覚えにくいです。まず誕生日（家族を含め）、来日した日が言えるよう
にしましょう。
５．きます
　～さんは　いつ　日本へきましたか。
　　　　　　　　　年　　　　月に　きました。
「きました」は英語の感覚とは異なります。今話者がいる場所を中心に考えますから、使える「場所」は
限られています。
　　日本　（今いる）地名　　建物　　部屋
☆ひらがなのれんしゅうをいれましょう
７　どこへ　いきますか　　　
１．　　わたしは　　　　　へ／に　いきます。
　　　　　watashi wa           e /ni   ikimasu.
[image: image33.wmf]　Ａ：（Ｂさんは）　どこ へ／に　いきますか。　
（～san  wa）  doko e/ni    ikimasu ka.
　　　　　　　　Ｂ：　  　　　　　　　へ／に　　いきます。　／ （どこも　いきません。）
　　　　　　　　e/ni      ikimasu.    　　（dokomo 　ikimasen.）
２．　　　わたしは　　　　　　で　　　　　　　へ／に　いきます。　
　　　　　watashi wa           de               e /ni    ikimasu.
[image: image34.wmf]
　　　Ａ：（あなたは）　　なん で　　　　　　　へ／に　いきますか。　
（anata wa）    nan de               e/ni    ikimasu ka.
　　　　　Ｂ：　　　　　　で　いきます。
　　　　　　　　         de   ikimasu.
３．わたしは　きょう　　６じに　　うち　へ／に　かえります。　　　　　　　
　　Watashiwa  kyō     6ji ni     uchi e    ni    kaerimasu
　
　A:　Bさんは　きょう　　なんじに　うちへ　かえりますか。
     san wa   kyō      nanji ni  uchi e kaerimasuka.
　B:　　　　　　　　　　　　９じに　かえります。
　　　　　　　　　　　　　　　Ji ni  kaerimasu
　A:　Bさんは　いつ　くにへ　かえりますか。　
　　  sanwa 　itsu  kuni e kerimasuka
B:　　　　　　　ねん　 　　　   がつに　かえります。
　　　　　　　　　Nen           gatsu ni kaerimasu
４．
A:  Bさんは　いつ　にほんへ　きましたか。
　　～san wa  itsu   nihon e  kimashitaka
　B:　　　　　　　ねん　　　　　がつに　きました。
                 nen           gatsu ni kimashita
[image: image35.wmf]２．
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８　なにを　しますか。
１．今までの復習会話
２．なにをしますか
生活で使う身近な他動詞の使い方を練習しましょう。さまざまなことが言えるようになります。
構造は以下のとおり。
　名詞＋「を」＋動詞
使用語彙：たばこを　すいます　たべます　のみます　見ます　買います　します
以下、各動詞毎に練習。　
　　　　　　　を　　　　ます
[image: image36.wmf]①　Ａ：　　　　　　　を　　　　　　　ますか。
　　　　　　　　　　　　　Ｂ：　　　　　はい　　　　　　　ます。　　　／　　いいえ　　　　　　ません。
　　　　　　　　　　②　Ａ：　　なにを　　　　　　　ますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　ます。
　　　　　　　　　　③　あした、なにを　しますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　します。　　　／　なにも　しません。
実際の会話では、ここに出てきた動詞だけでは会話できません。辞書などを使って、学習者が言いたい動詞を伝えましょう。こ言いたいことが言えた時に、よく覚えることができます。
３．動作の場所を示す「で」
向かう場所を表すのは「に」、動作の場所は「で」。この二つがわからなくなる学習者が多いです
　　場所＋「で」＋名詞＋「を」＋動詞
　　あの店で　朝ごはんを　たべます。
[image: image37.wmf]　Ａ：　Ｂさんは　どこで　ひるごはんを　たべますか。
　　　　　　　　　　　Ｂ：　　　　　　かいしゃで　　たべます。
ここで使った動詞を使って、会話をしましょう。
☆ひらがなのれんしゅうをいれましょう。
[image: image67.wmf]８　なにを　しますか　　　　　　　　
１．１）
　　　　　　　　　　　　たばこ（tabako）　　→　たばこ を　すいます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tabako　o   suimasu.
[image: image68.wmf]
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[image: image72.wmf][image: image73.wmf]    ２）
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[image: image85.wmf]
　　　　　　　 eq \o\ac(○,を)　たべます。
                            o   tabemasu.

[image: image38.wmf]①　Ａ：　　　　　　 eq \o\ac(○,を)　たべます か。
　　　　　　　　　　　　　　　　o    tabemasu ka.

　　　　　　　　Ｂ：　・・・・・はい、たべます。　　　／　いいえ、たべません。
                      　       Hai,  tabemasu.　　　　　　Iie,   tabemasen.
　　
　②　Ａ：　なに　　 eq \o\ac(○,を)　たべます か。
                 　     Nani    o   tabemasu ka.
　　　　　　　・・・　　　　　 eq \o\ac(○,を)　たべます。　／　なに eq \o\ac(○,も)　たべません。
                               o   tabemasu.      Nani mo  tabemasen.
[image: image86.wmf][image: image87.wmf][image: image88.png]
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　　３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．Etc
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           koohii       ocha        mizu     gyuu nyuu         biiru
　　　　　　 eq \o\ac(○,を)　のみます。
                          o    nomimasu.

[image: image39.wmf]　①　　　　　
　　　　　　　　②

  　４）

                 terebi             DVD
　　　　　　 eq \o\ac(○,を)　みます。
                          o   mimasu.
[image: image40.wmf]　①　　
　　　　　　　　②

　　５）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・Etc
　　　　　　 eq \o\ac(○,を)　かいます。
                          o   kaimasu.

[image: image41.wmf]　①　
　　　　　　　　②
　　６）　　 Ａ：あした　　なに　　 eq \o\ac(○,を)　しますか。
                 Ashita   nani   o   shimasu ka.
　　　　　
Ｂ：　　　　　　　ます。　／　なに eq \o\ac(○,も)　しません。
                                    masu.      Nani mo  shimasen.
1 こんばん　なにを　しますか。 Konban nani o shimasu ka.
2 きのう　なにを　しましたか。 Kinō nani o shimashita ka.
3 にちようび　なにを　しますか　／しましたか。 
Nichiyōbi nani o shimasu ka. 　 shimashita ka.
２．words


　    　　　　　 eq \o\ac(○,で)　　　　　　 eq \o\ac(○,を)　　　　　　　ます。
　　　　         de            o                masu.
　　　
ū[image: image42.wmf] A: わたしは　　　　　 eq \o\ac(○,で)　　　　　を　　　　　　　　。
　　　watashi　wa　　　　de　　　　　o　　　　
Bさん　　どこ eq \o\ac(○,で)　　　　　 eq \o\ac(○,を)　　　　　　　か。
san wa doko de         o                ka.

B:　  　　　　 eq \o\ac(○,で)　　　　　 eq \o\ac(○,を)　　　　　　　　。
　　　            　　　　de　　　　　o　　　　
９　にほんはどうですか。
１．いままでの復習会話
２．形容詞文です。
　高いです、安いです、おいしいです、のような、身近でよく聞く形容詞は、ここまででもどんどん使いましょう。名詞文と同じ、「～は　～です」の構造で話せますから、難しくないでしょう。
使用語彙：　
①高いです、やすいです、おいしいです、むずかしいです、面白いです、あついです、さむいです
国語の形容詞です。否定形は～くないです。
　　　②きれいです　しんせつです　ひまです　
　　　　国語の形容動詞です。否定形は～じゃありません／～じゃないです
日本語では①も②も形容詞です。おなじ働きですから。でも否定形と過去形が異なりますから、分けて練習しましょう。
例）　　日本料理は　おいしいです。
　　　　　　　　　　　は　とても　　　　　　です。　
　　　　日本料理　は　　おしいです。そして　きれい　です。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも　　高い　です。
３．ＱＡの場合、語彙によって否定形が変わりますから覚えましょう。
①　　　　は　　　　　ですか
　　　　　はい　　　　　　　です
　　　いいえ　　　　　　くないです。
　②　　　　は　　　　　　ですか。
　　　　はい　　　　　　　　です。
　　　　いいえ、　　　　　　じゃありません。／　じゃないです。
４．にほんは　どうですか。
　　印象を聞く会話です。
　　さまざまなトピックについて会話しましょう。答える形容詞の語いは必要なら追加しましょう。
　例）日本のたべもの　、日本人、日本人の男性・女性　　　
　　　
☆ひらがなのれんしゅうをいれましょう。
　　
９　にほんは　どうですか　　　　　　　　　　　
1.　                は　　　　　　　　　です             
①　すしは　おいしいです。 
 Sushi wa oishii desu
このみせの　スタッフは　とても　しんせつです。
Kono mise no sutaffu wa totemo shinsetsu desu
③　こうべは　　　　　　　　　　　です。そして、　　　　　　　　　です。
     Kōbe wa                     desu.  Soshite,                   desu
4 　にほんごは　　　　　　　　　　です。でも、　　　　　　　　　　です。
         Nihon-go wa                  desu.  Demo                     desu
[image: image43.wmf]　　 
A:  きょうは　あついですか。
　　　Kyō wa atsui desu ka.
　　　　　　  B:　はい、あついです。    ／　　いいえ、あつくないです。
             Hai, atsui desu. 　　　　　　　　　Iie, atsukunai desu.
　　　　　A: 　あした　Bさんは　ひまですか。 
    Ashita Burisu-san wa hima desu ka.
　　　　　　 B:　はい、ひまです。      ／　　いいえ、ひまじゃありません。
                 Hai, hima desu.　　　　　　Iie, hima ja arimasen.
2.　　　　　　　
[image: image44.wmf]Ａ：　にほんごは　どう ですか。　
　　　　　　　　　　Nihon-go wa  dō  desu ka.
　　　　　　　Ｂ：　にほんごは　むずかしいです。　でも、とても　おもしろいです。
              Nihon-go wa muzukashii desu.  Demo, totemo omoshiroi desu.
　　　　　　　Ａ：　そうですか。  So desu ka.
　　　　　　　にほんの　くだものは　どうですか。　
   　　　　　　 Nihon no kudamono wa dō desuka
　　　　　Ｂ:                                                             
　　            
　　　　　　　　Ａさん、　そのコンピューターは　どうですか。
san     sono  konpyūta  wa  dō desuka      
             A:                                                            
 3.
[image: image45.wmf]
　Ａ：　Bさん、いつ　にほんへ　きましたか。
          B san,  Itsu Nihon e kimashita ka.
　　Ｂ：　きょねんの　１２がつに　きました。
          Kyonen no 12gatsu ni kimashita.
　　Ａ：　そうですか。 So desu ka.
　　　　　にほんは　どう　ですか。 Nihon wa do desu ka.
　　Ｂ：　にほんは　きれいです。　そして、おもしろいです。
          Nihon wa kirei desu.   Soshite, omoshiroi desu.
　　　　　でも、たべものは　たかいですね。
          Demo, tabemono wa takai desu ne.
　　Ａ：　ええ、そうですね。
          Ee, sō desu ne.
１０　音楽がすきですか
１．いままでの　復習会話　
例）　いつ日本へきましたか。
　にちようび、　何をしましたか。
　けさ、あさごはんをたべましたか。
　　　　なにを　たべましたか。
　　　　どこで　たべましたか　　　　　　　　　　　注意　お互いに聞きあうこと。
２．名詞＋「が」＋すきです　／ほしいです　
これは、形容詞ですが対象となる名詞が必要になる構造です。
　
　わたしは　　　　　　が　ほしいです。　　　　　あたらしいくつ・くるま・パソコン・いえ・お金・ともだちなど。
わたしは　　　　　　が　すきです。       おんがく・スポーツ・えいが・にほんりょうり・りょこう・かいもの
「ほしいです」の場合、主語はいつも「わたし」限定です。
[image: image46.wmf]　①Ａ：　　　　　が　すきですか
　　　　　　　　　　　　　Ｂ：はい、　好きです。　　　　　　　　　　／　　いいえ、　すきじゃありません。
　　　　　　　　　　　　　Ａ：どんな　　　　　　が　すきですか。
　　　　　　　　　　　②Ａ：　　　　　　が　ほしいですか。
Ｂ：はい、ほしいです。　　　　　　　　　　／　　いいえ、　ほしくないです。
　　　　　　　　　　　　Ａ：どんな　　　　　がほしいですか。
３．東京へ　いきたいです
ヒント　　これも願望を表す表現ですから、形容詞の仲間で、主語は「ほしいです」同様、「私」限定です。
作り方は　　　　動詞（～ます）＋たいです。否定形は～たくないです。
①　既習の動詞を使って作り方を練習しましょう。
　例）いきます　⇒　いきたいです。
②　形ができたら、文を作りましょう。
　例）とうきょう、いきます　　⇒　とうきょうへ　いきたいです。
③　[image: image47.wmf]つぎはＱＡです。
　（あしたはやすみです。）
　　Ａ：どこか　　いきたいですか。
　　Ｂ；　はい　　いきたいです。
　　Ａ：どこへ　いきたいですか。　　　　　　　　　　　　　　
　　Ｂ：　　　　　へ　いきたいです。（相手に）～さんは？　／　　　どこもいきたくないです。　　　　
Ａ：　　　　　　へ　いきたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　そうですか。
　（ここはレストランです）・（世界地図を前にして）　など、いろいろなシチュエーションを作って、会話をしましょう。
☆ひらがなのれんしゅうをいれましょう。
１０　おんがくが　すきですか。　　　　　　　　
１．わたしは　　　　　　　が　ほしいです。
　　Watashi wa　　　　　　ga hoshii desu
２．[image: image48.wmf]　　A: Bさんは　　　　　　　が　ほしいですか。
　　　　　　　　　　　　　　san wa　　　　   ga  hoshii desuka
　　B: はい、　　ほしいです。        　　　／　いいえ、ほしくないです。
　　　　　　　　　　　　　Hai      hoshiidesu                  iie,     hoshikunai desu
　　　　　　　　　　　Ａ: どんな　　　　　　　　が　ほしいですか。
   　　　　　　　　　　　　Don’na              ga  hoshii desuka 
　         　　　　　　B:　　　　　　が　ほしいです。 Aさんは？　
                              　　　ga  hoshii desu   　san wa　　     
３．わたしは　　　　　　　が　すきです。
    Watashi wa           ga  sukidesu
４．[image: image49.wmf]　Ａ：Ｂさんは　　　　　　　が　すきですか。
　　　　　　　　　　　　　san wa             ga  sukidesuka
　　　　　　　　　　B:　はい、すきです。           ・／   いいえ、すきじゃないです。
                       Hai   sukidesu　　　　　　　　　  　iie   sukija naidesu
A: どんな　　　　　　　が　すきですか。
   Don’na             ga  sukidesuka
　　　　　  　　　　B:　      　　が　すきです。　Aさんは？
                                 ga  sukidesu      sanwa
５．わたしは　とうきょうへ　いきたいです。
    Watashi wa tōkyō   e  ikitaidesu
①　　いきます　 ⇒　いきたいです
      Ik imasu       ikitaidesu
　　たべます 　　のみます 　　かいます
    tabemasu    nomimasu   kaimasu
②　とうきょう　いきます　　⇒　とうきょうへ　いきたいです。
     tōkyō   e   ikimasu         tōkyō   e     ikitaidesu
　　ぱん/ たべます　 　ビール/　のみます   　くつ/ かいます　
    Pan  tabemasu   bīru    nomimasu    kutsu  kaimasu
[image: image50.wmf] ① Ａ：　いま、１２じです。おなかが　すきましたね。
                      Ima       ji desu  onaka ga sukimasitane
Ｂさん、なにを　たべたいですか。
  San  nani o  tabetaidesuka
Ｂ　　　　　　を　たべたいです。Ａさんは？
              o  tabetaidsu      san wa
Ａ：わたしは　   　　を　たべたいです。
    Watashi wa      o   tabetaidesu
Ｂ：じゃあ、　　　　　　で　たべましょう。
Jaa                de  tabemasyō   　
　　
          　　②Ａ：　Ｂさんは　りょこうが　すきですか。
　　　　　　　　　　　　San wa  ryokō ga   sukidesuka
Ｂ：はい　すきです。
    Hai   sukidesu
Ａ：どこへ　いきたいですか。
     Doko e ikitaidesuka
B:；　　　　へ いきたいです。　Ａさんは？
　　　　　　e  ikitaidesu         san wa
１１　かぞくは　なんにんですか。
１．今までの復習会話
２．存在文
　場所＋に＋人・動物　＋が　＋います。
　　　　　　　　もの＋が　＋あります。
いろいろな場所に有るもの・いる人や動物をちらしや雑誌をみながら　言いましょう。
知りたい名詞はその時に教えましょう。
余裕のある学習者の場合、位置詞（上下左右前後ろそば）も伝えましょう。
ヒント　存在、所在の場所は「に」で表します。確認しておくと、
　　　　向かう場所　　「へ」　・　動作の場所　「で」　　　でしたね。
３． 
[image: image51.wmf]　　
（国について）　　　　　　～さんのくにに　おうさまが　いますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　やま／うみ／かわ　が　ありますか
　　　　　　　　　　　　　　　　　おいしいりょうり／おいしいビール・ワイン
（うち・へやについて）　　いま、～さんのうちに　だれが　いますか。
　　　　　　　　　　　　　　うちに　　にわが　ありますか。
　　　　　　　　　　　　　にわに　　はなが　ありますか。
　　　　　　　　　　　　　うちに　ねこが　いますか。
うちに　パソコンが　ありますか。
　　
発展：　～さんの　へやに　なにが　ありますか。答えを聞きながら絵を書きましょう。
よくできたら位置詞も入れましょう。
　　　　つくえの　下・上　に　　　　　があります。
　　　　ドアのそば・ちかくに　　　　　
　　　　つくえのうしろ・まえに　　　　
　　　　
４．かぞくは　なんにんですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イラスト：家族（２参照）
　　おとうさんんは　どこに　いますか。　　　　　　　　
　　どんな人ですか。何歳ですか。仕事は？
ほかの家族についても話してください。
　　
☆ひらがなのれんしゅうをいれましょう。
　
１１　かぞくは　なんにんですか　　　　　　
１．
①．　きょうしつ eq \o\ac(○,に)　　マリアさん　 eq \o\ac(○,が)　います。
　　　kyōshitsu ni    maria san  ga  imasu.
　　　　　ばしょ　　　　　ひと
basho           hito
[image: image52.wmf]
　　　Ａ：　きょうしつに　　　　だ れ　　が　いますか。
kyoshitsu ni        dare   ga   imasu ka.
　　　Ｂ：　　　　　　　　　マリアさん　が　います。／　だれも　いません。
maria san  ga  imasu.  　   dare mo imasen. 
②　　　　きょうしつに　　とけい　が　あります。
kyoshitsu ni     tokei  ga   arimasu.
　　　　　　　ばしょ　　　もの
basho      mono
[image: image53.wmf]　
　　　　Ａ：　きょうしつに　　　なに　　が　ありますか。
　　          kyoshitsu ni      nani   ga   arimasu ka.
　　Ｂ：　　　　　　　　　　とけい　が　あります。／　なにも　ありません。
tokei  ga   arimasu.  　  nani mo  arimasen.
２．かぞくは　３にんです。しゅじんと　こどもと　わたしです。
　　Kazoku wa  nin desu   shujin to  kodomo to watashi desu
[image: image54.wmf]
A：かぞくは　なんにんですか。
kazoku wa  nan nin desu ka.
　　　　　　　B：　　　にんです。 しゅじんと　こどもと　わたしです。
nin desu.  shujin to  kodomo to watashi desu
                 Ａさんは？
　　　　　　　　　　san wa
１２　きのうは　あつかったです。　　　　　　　　
１．いままでの復習会話
２．形容詞の過去の形です。
ヒント　　２つのグル―プがあって、活用の形がちがいます。
①グループ　　　きのうは　あつかったです。／あつくなかったです。
②グループ　　　きのうは　ひまでした。／ひまじゃなかったです。　　　
それぞれのグル―プの既習の形容詞を活用させましょう。最初にオーラルで練習し、できたらハンドアウトの表を埋めましょう。
３．理由の言い方　　
ヒント　理由のいい方はいろいろありますが、文末に「～から」をつける方法から入りましょう。
　例）　きのう　どうして　やすみましたか。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　あたまが　いたかったですから。
この場合、普通は　　「きのうどうして　休んだんですか。」「あたまがいたかったんです。」となりますが、日本語の初級では簡単な言い方として、文の終わりに「～から。」をつけた形を使います。
４．　　　　　から　　　　　　
前半で理由を言って、後半で結論を述べつ言い方です。前後が逆にならないように気をつけてください。
1 ついですから　シャワーを　あびたいです。
　
2 きょうは　こどもの　たんじょうびですから　はやく　うちへ　かえります。
3 　　③あした　テストが　ありますから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4 なかが　いたいですから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から　まいばん　ＤＶＤを　みます。
☆ひらがなのれんしゅうをいれましょう。
　
12　きのうは　あつかったです　　　　　　　　　
１．　A）にほんの　りょうりは　おいしいです。／　おいしくないです。
　　　　nihon no  ryori  wa   oishii desu.        oishikunai desu.
　　　　きのうの　ばんごはんは　おいしかったです。／　おいしくなかったです。
        kino no   bangohan wa  oishikatta desu.    　 oishikunakatta desu.
　　B）きょうは　ひまです。／　ひまじゃ　ありません。
         kyo wa  hima desu.     himaja arimasen.
　　　　きのうは　ひまでした。／　ひまじゃ　ありませんでした。
         kino wa  hima deshita.   himaja arimasendeshita.
<A>
	たかいです
takai desu
	たかくないです
takakunai desu
	たかかったです
takakatta desu
	たかくなかったです
takakunakatta desu

	
	おいしくないです
oishikunai desu
	
	

	
	
	いそがしかったです
isogashikatta desu
	

	 いいです
ii desu
	よくないです
yokunai desu
	よかったです
yokatta desu
	よくなかったです
yokunakatta desu


<B>
	げんきです
genki desu
	げんきじゃ ありません
genkija arimasen
	げんきでした
genki deshita
	げんきじゃ ありませんでした
genkija arimasendeshita

	
	ひまじゃ ありません
himaja arimasen
	
	

	
	
	
	きれいじゃありませんでした
kireija arimasenndeshita


２．[image: image55.wmf]　　A：きのう　はじめて　おすしを　たべました。
　　   　　　　　　   Kinō   hajimete osushi o tabemashita.
　B：どうでしたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
        　　　　　　　　  ｄō　deshita ka.
　　　　　　A：とても　おいしかったです。
     　　　　　 　　　    totemo oishikatta desu.
　[image: image56.wmf]　　A：にちようび　どこへ　いきましたか。
       　　　　　　　   nichiyōbi   doko e   ikimashita ka.
　　　　　　　　　　B：さんのみやへ　いきました。
    　　　　　　　      sannomiya e  ikimashita.
　　　　　　　　　　A：さんのみやで　なにを　しましたか。
      　　　　 　　　   sannomiya de nani o   shimashita ka.　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　Ｂ：えいがを　みました。
        　　　　　　　  eiga o mimashita.
　　　　　　　　　　Ａ：どうでしたか。
         　　　　　　　 dō　deshita ka.
　　　　　　　　　　Ｂ：おもしろかったです。　　Ａさんは？
       　　　　　　　   omoshirokatta desu.　　　　san wa
　　
３．どうしてですか。
　　Dōshite desuka
　　A：まいにち　テレビを　みますか。
　　　　　mainichi terebi o mimasu ka.
　B：いいえ、みません。
      iie,     mimasen.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
A：どうしてですか。
   dōshite desu ka.
B：にほんごが　わかりませんから。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
          nihongo ga wakarimasenkara.
[image: image57.wmf] でんわのかいわ　denwa no kaiwa
　A：おはようございます。Aです。　　　　　　　　　　　　　　　　　
          Ohayō gozaimasu.  　　desu.
　B：おはようございます。
          Ohayō gozaimasu.
　A：きょう、やすみたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
          kyō,    yasumitai  desu.
　B：どうしてですか。
dōshite desu ka.
　A：　ねつが　あります　から。
           netsu ga arimasu  kara.
　B：わかりました。おだいじに。
          wakarimashita. odaijini.
　A：すみません。
         sumimasen.
４．　　　　　　から　　　　　　
　　　　　　　　kara
Ⅰ　①　あついですから　シャワーを　あびたいです。
   　   Atsui desu kara shawā o abitai desu.
　　②　きょうは　こどもの　たんじょうびですから　はやく　うちへ　かえります。
　　　　Kyō　wa kodomo no tanjōbi desu kara hayaku uchi e kaerimasu.
　　③　あした　テストが　ありますから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
     　  Ashita tesuto ga arimasu kara 
5 　おなかが　いたいですから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Onaka ga itai desu kara 
　　⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から　まいばん　ＤＶＤを　みます。
                                                  kara  mai-ban  DVD o  mimasu.
１３　にほんごを　おしえてください。
１．復習会話
２．にほんごを　おしえてください
困った時に誰かに頼む時のいい方は必要です。そのような場面をいくつか想定して、学習者が良く使うものを表現として練習しましょう。
　例）①借りたいとき　　　　　　　すみません。　　　　　を　貸してください。
　　　②わからないとき　　　　　　すみません。　　　　　を　おしえてください
　　　③一人ではできないとき　　　　すみません。　　　　手伝ってください
　　　④聞きとれなかったとき　　　　すみません。　　　　もういちど、言ってください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書いてください。
　　　　依頼する時は、必ず、「すみません」をつけましょう。
ほかにも必要な場面を想定してください。
ヒント　　　形の難しさ
　　かします　⇒　かして＋ください　　　　＝　「貸します」という行為をください
　　　かしますの語幹　かし＋て→　かして　　になりますが
　　　かきます　　　　かき＋て　→　かきて？　　ではありません。
　　　動詞をて　がつく形にするとき、音が変化する動詞が多いのです。そのルールはありますが、
　　　学習者によってはルールから入るより、ぴったりした場面で聞いたりして耳から入ったほうが覚えやすいものです。場面で使えるように練習しましょう。
ヒント　　「書いてください」は場面によっては依頼ではなく、指示のこともあります。
　例）区役所　での書類の書き込み　　　　「ボールペンで書いてください。」
このような指示の使い方は、学習者は使わなくても職場で言われることが多いでしょう。
その場面も想定した練習が必要です。
　例）　職場で
　　①明日8時に来てください。　　　　来ます　→　来て
　　②この仕事をしてください。　　　　します　→　して
　　③コピー、してきてください。　　　してきます→　してきて
　　④このＰＣをつかってください。　　つかいます→　つかって　　　等考えてください。
☆ひらがなのれんしゅうをいれましょう。
　
13　にほんごを　おしえてください。
1. ① すみません。　　　　　 を　おしえてください。
sumimasen            o  oshiete kudasai
②　すみません。　　　　　 を　かしてください。
　　sumimasen         o  kashite kudasai
③　すみません。　　　　　 を　てつだってください。oèāēīōū
　　sumimasen         o  tetsudatte kudasai
④　すみません。もういちど　いってください。
sumimasen  mō ichido   itte  kudasai
[image: image58.wmf]  Ａ：　すみません。　　　　　 を　かしてください。

　　sumimasen        　　    o  kashite kudasai
                   B: 　いいですよ。どうぞ。      ／　すみません。ちょっと….
　　　　    　　　　　　Iidesuyo     dōzo              sumimasen  chotto
２．かいしゃで　　kaisha de
　①　あした　　8じに　きてください。　　　　きます　→　きて
　　　　Ashita      ji ni kite kudasai      　    kimasu       kite

　　②このしごとを　してください。　　　　　　　します　→　して
      Kono shogoto o shite kudasai        　      shimasu     shite

　　③コピー、してきてください。　　　　    　　してきます→　してきて
      Kopī    shitekite kudasai                    shitekimasu    shitekite

　　④このＰＣを　つかってください。　　  　　つかいます→　つかって　　　
      Kono    0   tsukatte kudasai             tsukaimasu    tsukatte

[image: image59.wmf] Ａ:　 あした　　8じに　きてください。
　　　　　　　　　　　Ashita      ji ni kite kudasai
　　　　　　　　Ｂ:  はい、わかりました。
　　　　　　　　　　Hai   wakarimashita
１４　かえってもいいですか
１．今までの復習会話
２．許可を求める表現
就労の日本語では必ず必要になる表現です。いろいろな場面を想定して、学習者に役立つ表現を伝えましょう。て形への変化がありますが、ここでも決まった形として覚えましょう。
　例）職場で
　　①　でんわ／コピー機／ＰＣを　つかってもいいですか。
　　②　あした、やすんでもいいですか。
　　③　今日、３時に　帰ってもいいですか。びょういんへ　いきたいですから。
　などでやってみましょう。
注意
[image: image60.wmf]
　　　Ａ：すみません。今から帰ってもいいですか。朝からあたまがいたいです。
　　　Ｂ：そうですか。わかりました。お大事に。
となればいいですが。
　　　Ａ：すみません。あした、友だちが　日本へきますから、休んでもいいですか。
　　　Ｂ：ちょっと、こまります。　明日は　忙しいから　来てください。
と言う返事の場合もあります。職場ではどんなことが許されるのか、日本社会の考え方についてもいっしょに考えておいてください・
☆ひらがなのれんしゅうをいれましょう。
　
14　かえっても　いいですかKaettemo  iidesu  ka.　　
１．[image: image61.wmf]　①　Ａ：　すみません。これを　もらってもいいですか。 
Sumimasen, kore o morattemo iidesu ka.
　　　　　　　　　　　　Ｂ：　ええ、どうぞ。
 Ee,　　 dōzo.
　　②　Ａ：　ちょっと　あついですね。　まどを　あけてもいいですか。
              Chotto atsui desu ne.   Mado o aketemo iidesu ka.
　　　　Ｂ：　ええ、どうぞ　あけてください。
 Ee, dōzo akete kudasai.
２．かいしゃで　　kaisha de
　　①　でんわ／コピーき／ＰＣを　つかってもいいですか。     
      Denwa   kopī ki       o  tsukattemo iidesuka

　　 　②　あした、やすんでもいいですか。
   　　   Ashita  yasundemo iidesuka

　　③　きょう、３じに　かえってもいいですか。びょういんへ　いきたいですから。
 　　     Kyō   　  ji ni  kaettemo iideuska  byōin e ikitaidesukara

３．
[image: image62.wmf]Ａ：　あのう…、かちょう。 
Anō…,  Kachō.
　　　　　　　Ｂ：　はい、なんですか。 
Hai, nan desu ka.
　　　　　　　Ａ：　ちょっと　あたまが　いたいですから　うちへ　かえっても　いいですか。
 Cｈotto atama ga itai desu kara uchi e kaettemo iidesu ka.
       　　　 Ｂ：  かえっても　いいですよ。　おだいじに。
Kaettemo iidesu yo.   Odaijini.
　　　　　　　Ａ：　ありがとうございます。　しつれい　します。
              Arigato gozaimasu.   Shitsurei shimasu.　 
こ れ





そ れ





あ れ





 　　　　　





YWCA





 　　　　　





 　　　　　





 　　　　　





 　　　　　





 　　　　　





YWCA





 　　　　　





 　　　　　





 　　　　　





 　　　　　





 さかな 





 にく 





 パン 





 ごはん 





yasai





sakana





niku





pan





gohan





 やさい 





 くだもの 





kudamono





 ビール 





 ぎゅうにゅう 





 みず 





 おちゃ





 コーヒー





 ＤＶＤ 





 テレビ 





 　　　　　





YWCA





 　　　　　





 　　　　　





 　　　　　





 　　　　　





          














2

